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業務用

取扱・据付工事説明書
（販売店・工事店様用）

ファンコイルユニット
形名

LH-200WHR
LH-300WHR
LH-400WHR
LH-600WHR
LH-200WBR
LH-300WBR
LH-400WBR
LH-600WBR
LH-800WBR



1. 安全のために必ず守ること安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事をされる方にお
渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格のある者が行うこと。
[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害の程度

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般注意） （発火注意） （感電注意） （高温注意）

（回転物注意） （一般指示） アース線を
必ず接続せよ

一般事項

吹出し風を身体に直接当てないこと。

使用禁止

吹出し風を身体に直接当てた場合、体調悪
化や健康障害、食品劣化のおそれあり。

冷やし過ぎないこと。

使用禁止

冷やし過ぎた場合、体調悪化や健康障害、
食品劣化のおそれあり。

特殊環境では、使用しないこと。

使用禁止

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニ
ア・硫黄化合物・酸など）の多いところ
や、酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところで使用した場
合、著しい性能低下・腐食による水漏れ・
けが・感電・故障・発煙・火災のおそれあ
り。

吹き出しの風が直接あたる所に燃焼器
具を置かないこと。

使用禁止
燃焼器具が不完全燃焼を起こし、酸素欠
乏・一酸化炭素中毒のおそれあり。

ユニットを水・液体で洗わないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、スイッ
チ・ボタンを操作したりしないこと。

ぬれ手禁止
感電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

掃除・整備・点検をする場合、運転を
停止して、主電源を切ること。

感電注意

けが・感電のおそれあり。
ファン・回転機器により、けがのおそれあ
り。

換気をよくすること。

換気を実行

燃焼器具を使用した場合、不完全燃焼を起
こし、酸素欠乏・一酸化炭素中毒のおそれ
あり。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停止
して電源スイッチを切ること。 　

指示を実行

お買い上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡すること。
異常のまま運転を続けた場合、感電・故
障・火災のおそれあり。

据付台が傷んでいないか定期的に点検す
ること。

　

指示を実行
ユニットの落下によるけがのおそれあり。

改造はしないこと。 　

禁止

水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。

殺虫剤・可燃性スプレーなどを製品の
近くに置いたり、直接吹付けないこ
と。

　

使用禁止変形・引火・火災・爆発のおそれあり。

パネルやガードを外したまま運転しな
いこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがのお
それあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあり。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しないこと。

　

使用禁止
保存品が品質低下するおそれあり。

吹き出しの風が直接あたる所に動植物
を置かないこと。

　

使用禁止
悪影響のおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。

水の入った容器を製品などの上に載せな
いこと。

　

水ぬれ禁止

水がこぼれた場合、ショート・漏電・感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

運転中および運転停止直後の吹出し口
に素手で触れないこと。

　

やけど注意
火傷のおそれあり。

空気の吹出口や吸込口に指や棒などを
入れないこと。

　

回転物注意
ファンによるけがのおそれあり。

作業するときは保護具を身につけるこ
と。

　

けが注意
けがのおそれあり。

販売店または専門業者が定期的に点検す
ること。 　

指示を実行

ユニットの内部にゴミ・ほこりがたまった
場合、ドレン排水経路が詰まり、水漏れに
より家財がぬれるおそれあり。
においが発生するおそれあり。

水回路内の水が凍結する可能性のある地
域では、水回路の温度が０℃以下になら
ないようにユニットを運転する。

　

指示を実行
水回路凍結によりユニットが損傷するおそ
れあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

水回路を定期的に点検・洗浄すること。 　

指示を実行

水回路が汚れた場合、著しい性能低下や腐
食によりユニットが損傷するおそれあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

搬入を行う場合、ユニットの指定位置
にて吊下げること。また、横ずれしな
いよう固定し、四点支持で行うこと。

　

運搬注意
三点支持で運搬・吊下げをした場合、不安
定になり、ユニットが転倒・落下し、けが
のおそれあり。
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安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事をされる方にお
渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格のある者が行うこと。
[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害の程度

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般注意） （発火注意） （感電注意） （高温注意）

（回転物注意） （一般指示） アース線を
必ず接続せよ

一般事項

吹出し風を身体に直接当てないこと。

使用禁止

吹出し風を身体に直接当てた場合、体調悪
化や健康障害、食品劣化のおそれあり。

冷やし過ぎないこと。

使用禁止

冷やし過ぎた場合、体調悪化や健康障害、
食品劣化のおそれあり。

特殊環境では、使用しないこと。

使用禁止

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニ
ア・硫黄化合物・酸など）の多いところ
や、酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところで使用した場
合、著しい性能低下・腐食による水漏れ・
けが・感電・故障・発煙・火災のおそれあ
り。

吹き出しの風が直接あたる所に燃焼器
具を置かないこと。

使用禁止
燃焼器具が不完全燃焼を起こし、酸素欠
乏・一酸化炭素中毒のおそれあり。

ユニットを水・液体で洗わないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、スイッ
チ・ボタンを操作したりしないこと。

ぬれ手禁止
感電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

掃除・整備・点検をする場合、運転を
停止して、主電源を切ること。

感電注意

けが・感電のおそれあり。
ファン・回転機器により、けがのおそれあ
り。

換気をよくすること。

換気を実行

燃焼器具を使用した場合、不完全燃焼を起
こし、酸素欠乏・一酸化炭素中毒のおそれ
あり。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停止
して電源スイッチを切ること。 　

指示を実行

お買い上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡すること。
異常のまま運転を続けた場合、感電・故
障・火災のおそれあり。

据付台が傷んでいないか定期的に点検す
ること。

　

指示を実行
ユニットの落下によるけがのおそれあり。

改造はしないこと。 　

禁止

水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。

殺虫剤・可燃性スプレーなどを製品の
近くに置いたり、直接吹付けないこ
と。

　

使用禁止変形・引火・火災・爆発のおそれあり。

パネルやガードを外したまま運転しな
いこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがのお
それあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあり。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しないこと。

　

使用禁止
保存品が品質低下するおそれあり。

吹き出しの風が直接あたる所に動植物
を置かないこと。

　

使用禁止
悪影響のおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。

水の入った容器を製品などの上に載せな
いこと。

　

水ぬれ禁止

水がこぼれた場合、ショート・漏電・感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

運転中および運転停止直後の吹出し口
に素手で触れないこと。

　

やけど注意
火傷のおそれあり。

空気の吹出口や吸込口に指や棒などを
入れないこと。

　

回転物注意
ファンによるけがのおそれあり。

作業するときは保護具を身につけるこ
と。

　

けが注意
けがのおそれあり。

販売店または専門業者が定期的に点検す
ること。 　

指示を実行

ユニットの内部にゴミ・ほこりがたまった
場合、ドレン排水経路が詰まり、水漏れに
より家財がぬれるおそれあり。
においが発生するおそれあり。

水回路内の水が凍結する可能性のある地
域では、水回路の温度が０℃以下になら
ないようにユニットを運転する。

　

指示を実行
水回路凍結によりユニットが損傷するおそ
れあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

水回路を定期的に点検・洗浄すること。 　

指示を実行

水回路が汚れた場合、著しい性能低下や腐
食によりユニットが損傷するおそれあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

搬入を行う場合、ユニットの指定位置
にて吊下げること。また、横ずれしな
いよう固定し、四点支持で行うこと。

　

運搬注意
三点支持で運搬・吊下げをした場合、不安
定になり、ユニットが転倒・落下し、けが
のおそれあり。
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[3] 据付工事をするときに

[4] 配管工事をするときに

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがあるところにユニットを設
置しないこと。

　

据付禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまると、
火災・爆発のおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を実行

けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を実行

窒息事故のおそれあり。

三菱電機指定の部品を使用し、取り付
けは販売店または専門業者に依頼する
こと。

　

指示を実行水漏れ・感電・火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を実行
ユニットの転倒・落下によるけがのおそれ
あり。

ユニットは水準器などを使用して、水平
に据付けること。

　

指示を実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ユ
ニットが転倒し、けがのおそれあり。 
水漏れのおそれあり。

ユニットの質量に耐えられるところに据
付けること。

　

指示を実行
強度不足や取り付けに不備がある場合、ユ
ニットが落下し、けがのおそれあり。

ぬれて困るものの上に据付けないこ
と。 　

据付禁止

湿度が80％を超える場合や、ドレン出口が
詰まっている場合、室内ユニットからの露
落ちにより、天井・床がぬれるおそれあ
り。

室内ユニットは水のかかるところや高湿
度で結露するところには据付けないこ
と。

　

水ぬれ禁止ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従って据付工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れ・けが・感電・故障・火災のおそれ
あり。

配管工事をするときに

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレン水が排水できることを確認するこ
と。

　

指示を実行
不備がある場合、水漏れにより家財がぬれ
るおそれあり。

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を実行

不備がある場合、露落ちにより天井・床が
ぬれるおそれあり。

氷点下になる環境に据え付ける場合はド
レン配管を断熱すること。

　

指示を実行
凍結により周囲がぬれるおそれあり。
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[5] 電気工事をするときに

[6] 移設・修理をするときに

作業完了後、水が漏れていないことを確
認すること。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。
水漏れにより天井・床がぬれるおそれあり。

電気工事をするときに

製品に指定以外の電源電圧を接続しな
いこと。

　

接続禁止
機器損傷・故障・発煙・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

発火注意
伝わった場合、発熱・断線・発煙・発火・
火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

発火注意
発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電気工事は第一種電気工事士の資格のあ
る者が、「電気設備に関する技術基準」・
「内線規程」および据付工事説明書に
従って行うこと。電気配線には所定の配
線を用い専用回路を使用すること。

　

指示を実行電源回路容量不足や施工不備があると、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設置す
ること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・火
災のおそれあり。

正しい容量のブレーカ（手元開閉器 [開
閉器とB種ヒューズ ]・配線用遮断器）
を使用すること。

　

指示を実行
指定より大きな容量のブレーカを使用する
と、感電・故障・発煙・発火・火災のおそ
れあり。

電源配線には、電流容量などに適合した
規格品の配線を使用すること。

　

指示を実行
漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

D種接地工事（アース工事）は第一種電
気工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しないこ
と。

　

アース接続
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発火・
火災・爆発のおそれあり。

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。
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[3] 据付工事をするときに

[4] 配管工事をするときに

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがあるところにユニットを設
置しないこと。

　

据付禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまると、
火災・爆発のおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を実行

けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を実行

窒息事故のおそれあり。

三菱電機指定の部品を使用し、取り付
けは販売店または専門業者に依頼する
こと。

　

指示を実行水漏れ・感電・火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を実行
ユニットの転倒・落下によるけがのおそれ
あり。

ユニットは水準器などを使用して、水平
に据付けること。

　

指示を実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ユ
ニットが転倒し、けがのおそれあり。 
水漏れのおそれあり。

ユニットの質量に耐えられるところに据
付けること。

　

指示を実行
強度不足や取り付けに不備がある場合、ユ
ニットが落下し、けがのおそれあり。

ぬれて困るものの上に据付けないこ
と。 　

据付禁止

湿度が80％を超える場合や、ドレン出口が
詰まっている場合、室内ユニットからの露
落ちにより、天井・床がぬれるおそれあ
り。

室内ユニットは水のかかるところや高湿
度で結露するところには据付けないこ
と。

　

水ぬれ禁止ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従って据付工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れ・けが・感電・故障・火災のおそれ
あり。

配管工事をするときに

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレン水が排水できることを確認するこ
と。

　

指示を実行
不備がある場合、水漏れにより家財がぬれ
るおそれあり。

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を実行

不備がある場合、露落ちにより天井・床が
ぬれるおそれあり。

氷点下になる環境に据え付ける場合はド
レン配管を断熱すること。

　

指示を実行
凍結により周囲がぬれるおそれあり。
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[5] 電気工事をするときに

[6] 移設・修理をするときに

作業完了後、水が漏れていないことを確
認すること。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。
水漏れにより天井・床がぬれるおそれあり。

電気工事をするときに

製品に指定以外の電源電圧を接続しな
いこと。

　

接続禁止
機器損傷・故障・発煙・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

発火注意
伝わった場合、発熱・断線・発煙・発火・
火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

発火注意
発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電気工事は第一種電気工事士の資格のあ
る者が、「電気設備に関する技術基準」・
「内線規程」および据付工事説明書に
従って行うこと。電気配線には所定の配
線を用い専用回路を使用すること。

　

指示を実行電源回路容量不足や施工不備があると、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設置す
ること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・火
災のおそれあり。

正しい容量のブレーカ（手元開閉器 [開
閉器とB種ヒューズ ]・配線用遮断器）
を使用すること。

　

指示を実行
指定より大きな容量のブレーカを使用する
と、感電・故障・発煙・発火・火災のおそ
れあり。

電源配線には、電流容量などに適合した
規格品の配線を使用すること。

　

指示を実行
漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

D種接地工事（アース工事）は第一種電
気工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しないこ
と。

　

アース接続
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発火・
火災・爆発のおそれあり。

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。
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[7] お願い

お願い
長時間使用しない時は、主電源を切ってください。
安全のため電源を切ること。故障のおそれあり。

運転期間中は電源を切らないでください。
ドレンポンプや開閉に通電を要する電動弁を組込んだユ
ニットは故障のおそれあり。

ユニットの使用温度範囲を守ってください。
範囲外で使用した場合、故障のおそれあり。

吹出口・吸込口を塞がないでください。
風の流れを妨げた場合、能力低下・故障のおそれあり。

エアフィルターを外した状態で運転しないでください。
ユニット内部にゴミが詰まり、故障のおそれあり。

ユニットを電気的ノイズの発生源がある所に据付ける場合
は、ノイズ対策を行ってください。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線
通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動作のお
それあり。

ユニットから発生する電気的ノイズが問題となる所に据付
ける場合は、ノイズ対策を行ってください。
医療行為を妨げるおそれあり。
映像放送の乱れ・雑音が生じるおそれあり。
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2. 各部の名称とはたらき
w� ਧग़ޱ ࣨ内ʹۭؾΛਧ͖ग़͠·͢ɻ
wޱࠐٵ� ࣨ内ͷۭؾΛࠐ͍ٵΈ·͢ɻ
w�ϑΟϧλʔ ͷϗίϦ΍ΰϛΛऔΓআ͖·͢ɻؾΜۭͩࠐ͍ٵ
w�熱ަث׵ 冷ਫ·ͨ͸ԹਫΛྲྀͯ͠ɺࠐ͍ٵΜۭͩؾΛ冷๪·ͨ͸ஆ๪͠·͢ɻ
w�ΤΞൈ͖ห 熱ަث׵ͷΤΞʔΛ手ಈʹΑΓൈ͖·͢ɻ
w�ϑΝϯ ճసۭ͠ؾΛૹΓ·͢ɻ
w�Ϟʔλʔ ϑΝϯΛճసͤ͞·͢ɻ
w�υϨϯύϯ 熱ަث׵ͰۭؾΛ冷΍ͨ͠ͱ͖ʹग़Δਫ（υϨϯਫ）Λड͚·͢ɻ

LH-WHRシリーズ（2方向カセット形ホテル仕様）

ਫೖ15��4ޱϝωδ
ਫग़15��4ޱϝωδΤΞൈ͖ห
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௻Γۚ۩

Խহύωϧऔ෇ωδ
4ϱ所 αʔϏスύωϧ

（0"）

LH-WBRシリーズ（ビルトインカセット形）

4ʵ��̫ 50
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ޱࠐٵ

ύωϧ
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υϨϯ
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[7] お願い

お願い
長時間使用しない時は、主電源を切ってください。
安全のため電源を切ること。故障のおそれあり。

運転期間中は電源を切らないでください。
ドレンポンプや開閉に通電を要する電動弁を組込んだユ
ニットは故障のおそれあり。

ユニットの使用温度範囲を守ってください。
範囲外で使用した場合、故障のおそれあり。

吹出口・吸込口を塞がないでください。
風の流れを妨げた場合、能力低下・故障のおそれあり。

エアフィルターを外した状態で運転しないでください。
ユニット内部にゴミが詰まり、故障のおそれあり。

ユニットを電気的ノイズの発生源がある所に据付ける場合
は、ノイズ対策を行ってください。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線
通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動作のお
それあり。

ユニットから発生する電気的ノイズが問題となる所に据付
ける場合は、ノイズ対策を行ってください。
医療行為を妨げるおそれあり。
映像放送の乱れ・雑音が生じるおそれあり。
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3. 据付方法
3-1. 据付場所の選定

࣭ྔʹे෼଱͑Δݻڧͳߏ଄ͷ৔所ʹ࣮֬ʹਾ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻڧ౓͕ෆ଍͍ͯ͠Δ৔߹ɺຊମ͕མԼ·ͨ͸స౗͠ɺ͚
͕ͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

3-2. 配管勝手変更方法
഑؅উ手มߋ͸ɺԼهཁྖʹͯਾ෇ࣄ޻લʹ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

LH-WHRシリーズ
഑؅ͷ౎߹্ɺ഑؅উ手Λࠨউ手ΑΓɺӈউ手ʹม͞ߋΕΔ৔߹ʹ͸ɺ࣍ͷཁྖͰม͍ͩͯ͘͞͠ߋɻ
ຊମఱҪ໘ΛԼʹͯ͠চ্ʹ৸͔ͤΔͱ作͕ۀ༰қʹͳΓ·͢ɻ

ᶃ�഑؅ଆͷଆ໘ʹషΓ෇͚͍ͯΔυϨϯΨΠυΛ͸͕ͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ༰қʹ͸͕Εͳ͍৔߹͸Χολʔ౳ʹΑΓ࢒
͞ͳ͍Α͏ʹ͸͕͍ͯͩ͘͠͞ɻ

υϨϯΨΠυ

ᶄ�൓ରଆͷシʔϧ൘Λλοϐϯωδ4ຊΛ֎ͯ͠औ֎ͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

シʔϧ൘

ᶅ�ϑΟϧλʔΛ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻऔ手Λ΋ͬͯ໼ҹํ޲ʹ
Ҿ͘ͱ֎Ε·͢ɻ

ᶆ�ΤΞΨΠυΛλοϐϯωδ4ຊΛ֎ͯ͠औ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

औ手ϑΟϧλʔ
ΤΞΨΠυ

ᶇ�υϨϯύϯ�Λऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻυϨϯύϯ�͸ɺࢭ
ΊωδʹΑͬͯຊମʹݻఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ഑؅ଆʹͣΒ
͔ͯ͠Β	໼ҹ⡣
্ํʹҾ͖ग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ	໼ҹ⡤


Ίωδ⡤ࢭ

⡣

υϨϯύϯ�

υϨϯύϯ�

ᶈ�熱ަث׵Լ෦ͷΨΠυ൘Λλοϐϯωδ�ຊΛ֎ͯ͠औ
֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ΨΠυ൘

ᶉ�ଆ໘ʹऔ෇͚͍ͯΔίωΫλʔΛຊମͷ内ଆΑΓҾ͖ൈ
͍͔ͯΒɺૹ෩機Λऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻૹ෩機͸ຊମͷ
ଆ໘ʹτϥスωδ�ຊʹΑͬͯऔ෇͚͍ͯ·͢ɻ

ૹ෩機

ίωΫλʔ

Ίωδࢭ

ᶊ�熱ަث׵Λऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ʲ஫ҙ �r熱ަث׵ͷϑΟϯ෦Λͯͬ࣋ϑΟϯΛͭͿͨ͠Γɺ

手Λ੾ͬͨΓ͠ͳ͍Α͏͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
熱ަث׵͸഑؅ଆΛτϥスωδ�ຊʹΑͬͯຊମʹऔ෇͚
ΒΕ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺ൓഑؅ଆ͸λοϐϯωδ�ຊʹΑͬ
ͯϑϨʔムͷۚ͑ࢧʹऔ෇͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻͦΕΒͷωδ
Λ֎͠ɺ൓഑؅ଆʹͣΒ͔ͯ͠Βऔग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ

熱ަݻث׵ఆωδ

熱ަݻث׵ఆωδ

熱ަث׵

熱ަث׵
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ᶋ�熱ަث׵ͷΤΞൈ͖หɺϓϥά͓Αͼιέοτऔ෇൘Λ
֎͍ͯͩ͘͠͞ɻιέοτऔ෇൘͸ωδ5ຊͰݻఆͯ͠
͍·͢ɻ

Ίωδࢭ

ιέοτऔ෇ޙ

ΤΞൈ͖ห

ϓϥά

（5ຊ）

ᶌ�ιέοτऔ෇൘͸্ԼΛٯʹɺΤΞൈ͖หͱϓϥά͸ࠨ
ӈٯউ手ʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ（ΤΞൈ͖หϒ͓Αͼϓϥ
άΛ֎ͨ͠ࡍɺシʔϧテʔϓΛ͖Ε͍ʹऔআ͍͔ͯΒɺ৽
ͨʹシʔϧテʔϓΛ͖ר௚͔ͯ͠Βऔ෇͚͍ͯͩ͘͞）

ᶍ�熱ަث׵Λऔ֎͠લͱ഑ٯ͕޲؅ํউ手ʹͳΔΑ͏ʹऔ
෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ（熱ަث׵ͷ্Լ͸ͦͷ··ʹͯ͠ɺ
�80 ൓˃స͍ͤͯͩ͘͞͞）

ᶎ�ΨΠυ൘Λऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ�
औ෇ํ޲͸ਤͷΑ͏ʹਖ਼͘͠औ෇͚͍ͯͩ͘͞Ň	逆方向
に取付けますͱۭؾ࿙΋ΕʹΑͬͯ機内着露の原因ͱͳ
Γ·͢ 


�
�
N
N

�
N
NΨΠυ൘

ιέοτ
熱ަث׵

ᶏ�ιέοτଆʹഉਫଆ͕͘ΔΑ͏ʹυϨϯύϯ�Λऔ෇͚
͍ͯͩ͘͞ɻ

ᶐ�ઌʹऔ֎ͨ͠ૹ෩機ͷϞʔλʔϦʔυઢͷ݁ଋΛ΄Ͳ
͖ɺ޲ํٯʹऔग़͠ΫϦοϓͰݻఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ΫϦοϓ ΫϦοϓ

�00ʙ400ܗͷ৔߹ ߹ͷ৔ܗ600
Ϟʔλʔ Ϟʔλʔ

ᶑ�ૹ෩機͓ΑͼΤΞΨΠυΛऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
ᶒ�υϨϯύϯ�ͱ୺ࢠ୆͓ΑͼシʔϧࡐΛ෼ղલͱٯউ手
ʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ�
୺ࢠ୆͔Βग़͍ͯΔίωΫλʔ͸ຊମͷଆ໘ͷシʔϧΛ
͸͕ͯࠩ͠ࠐΈɺϞʔλʔͷιέοτͱ઀ଓͯͩ͘͠͞
͍ɻ（഑؅ଆͷίωΫλʔऔ෇݀͸ɺ෇ଐͷシʔϧࡐͰ;
͍͞Ͱ͍ͩ͘͞）

ᶓ�෇ଐ඼ͷυϨϯΨΠυΛԼਤʹࣔ͢ҐஔʹషΓ෇͚ͯ͘
͍ͩ͞ɻ݁࿐ਫ͕࣮֬ʹυϨϯύϯ�ʹೖΔΑ͏ʹஅ熱
ʹͱͷܺؒʹ஫ҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ（υϨϯΨΠυ͸࣮֬ࡐ
షΓ෇͚ΒΕ·ͤΜͱɺຊମΑΓͷਫ࿙ΕͷݪҼͱͳΓ
·͢）

υϨϯύϯ�

υϨϯΨΠυ

ίωΫλʔ୺ࢠ୆

スΩϚʹ஫ҙ

LH-WBRシリーズ
഑؅ͷ౎߹্ɺ഑؅উ手Λࠨউ手ΑΓɺӈউ手ʹม͞ߋΕΔ৔߹ʹ͸ɺ࣍ͷཁྖͰม͍ͩͯ͘͞͠ߋɻ

ᶃ�഑؅ଆͷΤΞൈหपғͷシʔϧࡐͱυϨϯΨΠυΛ͸͕
͍ͯͩ͘͠͞ɻ༰қʹ͸͕Εͳ͍৔߹͸Χολʔ౳ʹΑ
Γ͞࢒ͳ͍Α͏ʹ͸͕͍ͯͩ͘͠͞ɻ

υϨϯΨΠυ
シʔϧࡐ

ᶄ�൓ରଆͷシʔϧ൘Λλοϐϯωδ4ຊΛ֎ͯ͠औ֎ͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

シʔϧ൘
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ᶅ�ϑΟϧλʔݻఆۚ۩Λͱ௏ωδΛ؇ΊͯɺϑΟϧλʔΛ
औ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ᶆ�ΧόʔΛλοϐϯωδ4ຊΛ֎ͯ͠औ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ϑΟϧλʔ

Χόʔ

ϑΟϧλʔݻఆۚ۩�ɾ�௏ωδ

ᶇ�υϨϯύϯ�Λऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻυϨϯύϯ�͸ɺࢭ
ΊωδʹΑͬͯຊମʹݻఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ഑؅ଆʹগ͠
ͣΒ͔ͯ͠Β্ํʹҾ͖ग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ᶈ�熱ަث׵Լ෦ͷΤΞΨΠυΛλοϐϯωδ�ຊΛ֎ͯ͠
औ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ΤΞΨΠυ

ΤΞΨΠυ

ᶉ�熱ަث׵͸഑؅ଆΛτϥスωδ�ຊʹΑͬͯຊମʹऔ෇
͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺ൓഑؅ଆ͸λοϐϯωδ�ຊʹ
ΑͬͯϑϨʔムͷۚ͑ࢧʹऔ෇͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻͦΕΒ
ͷωδΛ֎͠ɺ൓഑؅ଆʹͣΒ͔ͯ͠Βऔग़ͯͩ͘͠͞
͍ɻͦͷ͋ͱɺ熱ަث׵Λཪฦ͠ʹͯ͠（্Լ͸ͦͷ·
·）औ֎ͨ͠ٯͷ手ॱͰऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ

熱ަث׵
ఆωδ（̎ຊ）ݻ

熱ަث׵

熱ަݻث׵ఆωδ

熱ަث׵

ᶊ�ΤΞΨΠυ൘Λऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ�
औ෇ํ޲͸ਤͷΑ͏ʹਖ਼͘͠औ෇͚͍ͯͩ͘͞Ň	逆方向
に取付けますͱۭؾ࿙΋ΕʹΑͬͯ機内着露の原因ͱͳ
Γ·͢ 


ΤΞΨΠυ

熱ަث׵

��

ᶋ�υϨϯύϯ�Λ෼ղલͱ޲ํٯʹऔ෇͚·͢ɻ
ᶌ�ૹ෩機૊ཱΛऔ֎͠·͢ɻ�
ૹ෩機͸ຊମͷଆ໘ʹτϥスωδ�ຊʹΑͬͯऔ෇͚Β
Ε͍ͯ·͢ɻૹ෩機૊ཱΛϢχοτ֎ʹऔग़͠Ϟʔλʔ
ͷϦʔυઢͷ݁ଋΛ΄Ͳ͖ɺ޲ํٯʹऔग़͠ΫϦοϓͰ
ఆ͠·͢ɻݻ

ૹ෩機૊ཱ

ఆωδ（̎ຊ）ݻ

ᶍ�Χόʔ͓ΑͼϑΟϧλʔݻఆۚ۩Λऔ෇͚·͢ɻ
ᶎ�υϨϯύϯ�ͱ୺ࢠ୆͓Αͼシʔϧ൘Λ෼ղલͱٯউ手
ʹऔ෇͚·͢ɻ୺ࢠ୆͔Βग़͍ͯΔίωΫλʔ͸ຊମͷ
ଆ໘シʔϧΛ͸͕ͯࠩ͠ࠐΈɺϞʔλʔͷιέοτͱ઀
ଓ͠·͢ɻ
ϑΟϧλʔ

ϑΟϧλʔݻఆۚ۩

Χόʔ

Ίωδࢭ

υϨϯύϯ�

ૹ෩機૊ཱ

熱ަث׵

ຊମ

୺ࢠ୆

υϨϯύϯ�

ᶏ�෇ଐ඼ͷΤΞൈ͖पғͷシʔϧ͓ࡐΑͼυϨϯΨΠυΛ
ਤʹࣔ͢ҐஔʹషΓ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ�
（υϨϯΨΠυ͸正しい位置ʹऔ෇͚ΒΕ·ͤΜͱɺຊମ
ΑΓͷ水漏れͷݪҼͱͳΓ·͢）

υϨϯΨΠυ੾͖ܽͱ
ຊମͷφοτΛ߹Θ͢

υϨϯΨΠυ
（෇ଐ඼）

（෇ଐ඼）
ΤΞൈシʔϧࡐ

��5
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ʲ஫ҙʳ
w�熱ަث׵ͷϑΟϯ෦Λͯͬ࣋ϑΟϯΛͭͿͨ͠Γɺ手Λ੾ͬͨΓ͠ͳ͍Α͏͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
w�熱ަث׵ͷऔ෇͚ɺऔ֎͠͸ຊମഎ໘ΛԼʹͯ͠চ্ʹ৸͔ͤΔͱ作͕ۀ༰қʹͳΓ·͢ɻ
w�ϑΟϧλʔ͸ຊମʹಉ͍ࠝͯ͠·͢ɻ�ഁ ଛ๷ࢭͷͨΊʹຊମΛఱҪʹऔ෇͚ͨ͋ͱʹηοτ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

3-3. 後吸込変更方法（LH-WBRシリーズのみ）
ผച඼ͷࠐٵޙϘοΫス（4#-8#3）Λ࢖༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺݱ஍Ͱ؆୯ʹࠐٵޙʹมߋͰ͖·͢ɻԼهཁྖʹͯਾ෇޻
ɻ͍ͩͯͬ͘͞ߦΛۀલʹ作ࣄ

ᶃ�ຊମͷޙ໘൘Λλοϐϯωδ6ຊʹΑΓऔ֎͠·͢ɻ
ᶄ�औ֎ͨ͠ޙ໘൘ΑΓஅ熱ࡐΛ͸͕͠ɺຊମԼ෦ͷ;͗͞൘ͱͯ͠औ෇͚·͢ɻ

ᶅࠐٵޙ�ϘοΫスΛຊମޙ໘ʹݻఆ͠·͢ɻ（ޙ໘൘ݻఆωδྲྀ༻）

ᶆ�ϩϯάϥΠϑϑΟϧλʔΛࠐٵޙϘοΫスͷԼ෦ΑΓ
ΈɺࠐΜͰ͔ΒɺϑΟϧλʔΧόʔʹΑͬͯԡ͑͞ࠐࠩ
Χόʔݻఆۚ۩ʹΑΓݻఆ͠·͢ɻ

�5

໘൘ޙ

ࣼઢ෦෼ͷஅ熱ࡐ
ͷΈണ͢

ຊ　ମ

Χόʔݻఆۚ۩ϑΟϧλʔΧόʔ

໘൘ޙ
ϘοΫスࠐٵޙ

（4#-8#3）ผച෦඼

ޱࠐٵ

ϩϯάϥΠϑϑΟϧλʔ

ϑΟϧλʔΧόʔ

ຊମ

໘൘ޙ
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3-4. 据付工事
w� Լهʮਾ෇ਤʯΛߟࢀʹɺඞͣਫ平ʹਾ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻਫ平ʹਾ෇͚ΒΕ͍ͯͳ͍৔߹ɺυϨϯഉਫʹࢧোΛ͖ͨ͠
ਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
w�௻Լ͛ͯൖೖΛ͏ߦ৔߹ɺԼਤʮਾ෇ਤʯͷ௻Ϙϧτ݀ʹͯ௻Լ͍͛ͯͩ͘͞ɻ·ͨɺԣͣΕ͠ͳ͍Α͏ݻఆ͠ɺ࢛఺
ݪͰӡൖɾ௻Լ͛Λͨ͠৔߹ɺෆ҆ఆʹͳΓຊମ͕స౗ɾམԼ͠ɺ͚͕ͷ࣋ࢧɻೋ఺·ͨ͸三఺͍ͩͯͬ͘͞ߦͰ࣋ࢧ
ҼʹͳΓ·͢ɻ
w�ࠝแࡐΛ࣮֬ʹॲཧ͠ഇ͍ͩͯ͘͞͠غɻ஠ଉނࣄ΍͚͕ͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

1 ■ 据付図
LH-WHRシリーズ（2方向カセット形）
˔Խহύωϧऔ෇ཁྖ
ᶃ�Խহύωϧ͔ΒαʔϏスύωϧΛऔ֎ͨ͋͠ͱɺԽহύωϧΛຊମʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ�
（औ෇ωδ͸4ຊͰ͢）
ᶄ�Խহύωϧ͕ఱҪ໘ʹϐολϦ߹͏·ͰɺԽহύωϧऔ෇ωδΛకΊ͍ͯͩ͘͞ɻ
ᶅ�αʔϏスύωϧΛݩͲ͓Γʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ

௻ΓϘϧτϐον�5�6

௻ΓϘϧτ.��

ఱҪྊ

Խহύωϧ
ਫग़ޱ഑؅ ਫೖޱ഑؅

υϨϯ഑؅

Խহύωϧऔ෇ωδ
ఱҪ։ੇޱ๏�606

6�0 �00Ҏ্

ఱҪ

5

6
0
ʙ
�
0

�
6
0

	�
6
0
ʙ
�
�
0

�
�
0

ຊ
ମ
Լ
໘
Ґ
ஔ

（Ξ
δϟ
スτ
�ۊ
0D
N）

（୯ҐNN）

˔αʔϏスύωϧऔ֎͠ཁྖ
w�ύωϧͷ̖ଆͷ྆୺Λͪ࣋ᶃ্ํʹ্͛ͪ࣋ɺᶄํ޲ʹҾͬுΔͱ
ᶅํ޲ʹ։͖·͢ɻ
w࣍�ʹɺᶆํ޲ʹಥ্͖͛ᶇํ޲ʹԡ͢ͱύωϧ͕֎Ε·͢ɻ ᶃ

ᶄ

ᶅ
ᶆ

ᶇ
"

αʔϏスύωϧऔ֎͠ཁྖ
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LH-WBRシリーズ（ビルトインカセット形）

4�0

௻ΓϘϧτ.��

�
�
0

.
*/
�5

�
0

.
*/
�4
�
0

.
"
9
�6
6
0

఺ݕύωϧ
ผച෦඼

ఱҪ

఺ݕύωϧऔΓ෇ۚ۩

ΩϟϯύスμΫτ
ผച෦඼

υϨϯ഑؅

ਫೖޱ഑؅

ਫग़ޱ഑؅

ਧग़μΫτ

ఱҪスϥϒ

（୯ҐNN）

˔఺ݕύωϧͷ։ดํ๏
ʲ։͖ํ �r఺ݕύωϧͷスϦοτͷ͋ΔଆΛগ্͛ͪ࣋͠ΔͱɺスϦοτ͔Β൘୺͕ͱͼͩͯ͠ϩοΫ͕ղআ͞ΕΔͷͰɺ

఺ݕύωϧʹ手Λఴ͑ͯ։͍͍ͯͩ͘͞ɻ
˞スϦοτ͔Β൘୺͕ඈͼग़ͯ͜͠ͳ͍৔߹͸ɺ্ͨ͛ͪ࣋··લࠨޙӈʹܰ͘༳͍ͬͯͩ͘͢͞ɻ

ʲด͡ํ �r఺ݕύωϧΛ։͘ͱ͖ͱಉ͡Α͏ʹ֎࿮内ʹԡ͠ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻ࣍ʹスϦοτΑΓग़͍ͯΔ൘୺ΛࢦͰύωϧ
内ʹԡೖΕɺͦͷ··ͷঢ়ଶͰύωϧΛԼ͛ΔͱϩοΫ͞Ε·͢ɻ

スϦοτ ఺ݕύωϧ
֎࿮

൘୺

˔αʔϏスύωϧऔ֎͠ཁྖ
w�ύωϧͷ̖ଆͷ྆୺Λͪ࣋ᶃ্ํʹ্͛ͪ࣋ɺᶄํ޲ʹҾͬுΔͱ
ᶅํ޲ʹ։͖·͢ɻ
w࣍�ʹɺᶆํ޲ʹಥ্͖͛ᶇํ޲ʹԡ͢ͱύωϧ͕֎Ε·͢ɻ

αʔϏスύωϧऔ֎͠ཁྖ

ᶇ
ᶄ
ᶃ

ᶆ
ᶅ

"

850��5690���



3-5. 配管・防露工事
ਫ࿙Ε๷ࢭͷͨΊɺԼهʹ஫ҙͯ͠഑؅ɾ๷࿐ࣄ޻Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
防露施工についてのお願い

υϨϯύϯ内ʹਫ੾൘Λऔ෇͚Ͱ͖Δ機छ
๷࿐ࡐͷ୺໘͸ɺ݁࿐ਫ͕ٵਫ͠ͳ͍Α͏ਫ੾൘౳Ͱॲཧ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
	�
�ਫ੾൘͸υϨϯύϯ内ʹೲ·ΔΑ͏ɺऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
	�
�ਫ੾൘ͷ੾ࠐ෦͸ɺ্ଆʹͳΔΑ͏ʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
	�
�ਫग़ޱଆͷਫ੾൘ͱਫೖޱଆਫ੾൘͸ɺͣΒͯ͠औ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
	4
�υϨϯύϯ内ʹਫ੾൘Λऔ෇͚ɺ๷࿐ࡐͱਫ੾൘ͷܺؒɺ͓ Αͼݱ஍഑
؅ͱਫ੾൘ͷܺؒ͸ɺ࣮֬ʹίʔΩϯά͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
	 ֤෦ʹ͕ܺؒͰ͖Δͱ݁࿐ʹΑΓਫ࿙ΕͷݪҼͱͳΓ·͢ 


υϨϯύϯ内ʹਫ੾൘Λऔ෇͚Ͱ͖ͳ͍機छ
๷࿐ࡐͷ୺໘ͱϑΝϯίΠϧຊମͱͷؒʹ͕ܺؒͰ͖ͳ͍Α͏ʹ͍ͩͯ͘͞͠޻ࢪɻ
	5
�๷࿐ࡐͷ୺໘͓ΑͼશपΛ࣮֬ʹίʔΩϯά͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
	 ͕ܺؒͰ͖Δͱ݁࿐ʹΑΓਫ࿙ΕͷݪҼͱͳΓ·͢ 


˞υϨϯύϯ֎ͷ഑؅෦෼ʹ͍ͭͯ͸࣮֬ʹ๷࿐Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
配管施工についてのお願い
w� ਫग़ೖޱʹ͸όϧϒΛඞ͚͍ͣͭͯͩ͘͞ɻ͓手ೖΕͷࡍศརͰ͢ɻ
w�υϨϯύϯ͕ޯٯ഑ʹͳΒͳ͍Α͏ʹ഑޻ࢪ؅Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
w�ຊମ͓Αͼ഑؅શମͷਫ͕ൈ͚ΔҐஔʹഉਫหΛऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ（Ϣχοτͷϝϯテφϯス࣌ʹඞཁͱͳΓ·͢）

[1] 冷温水配管
w� ਫͷग़ೖޱΛؒҧΘͳ͍Α͏ʹ഑؅͍ͯͩ͘͠͞ɻ（Լଆೖޱɺ্ଆग़ޱ）
w�熱ަ͓ث׵ΑͼυϨϯύϯʹແཧͳྗ͕ՃΘΒͳ͍Α͏ʹ഑؅͍ͯͩ͘͠͞ɻਫ࿙Ε΍ഁଛͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
w�ਫग़ೖޱʹ͸ඞͣόϧϒΛऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
w�ਫग़ೖޱ഑؅ɾόϧϒʹ͸ඞͣ๷࿐ॲཧΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ๷࿐ࡐͷ୺໘෦͸݁࿐ਫ͕๷࿐ࡐʹਁਫ͠ͳ͍Α͏ʹ୺໘
ॲཧΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ๷࿐ॲཧʹෆඋ͕͋Δͱɺ഑؅໘౳͕݁࿐ͯ͠࿐མͪ͠ɺఱҪɾচ͕ೞΕΔݪҼʹͳΓ·͢ɻ
wؒظࣄ޻�தʹਫுΓテスτΛ࣮͠ࢪɺͦͷ··์ஔ͓͖ͯ͠·͢ͱౙقʹ͸ౚ݁ͯ͠熱ަث׵΍഑؅͕ഁଛ͢Δ͓ͦΕ
͕͋ΔͨΊɺ॥؀ϙϯϓΛӡస͓͔ͯ͘͠ෆౚӷΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

[2] ドレン配管
w� υϨϯ഑؅͸ޯ഑Λे෼ʹऔΓɺυϨϯഉਫ͕༰қʹ͑ߦΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�υϨϯ഑؅ͷԣҾ͖͸Ͱ͖Δ͚ͩ୹͘͠Ŋ ഑Λͳ͍ͯͩ͘͘͠͞Ňޯٯ 	 υϨϯޯ഑͸̍��00Ҏ্ͱ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w� ΤΞൈ͖؅Λऔ෇͚Δ৔߹͸ɺඞͣυϨϯύϯΑΓΤΞൈ͖؅ग़ޱΛ͍ͩͯ͘͘͞͠ߴɻ
w�ू߹഑؅ͷ৔߹͸ɺຊମυϨϯޱΑΓ௿͍Ґஔʹू߹഑؅Λઃ͚ɺͰ͖Δ͚ͩଠ͍ͯͩ͘͘͠͞ɻ
w�υϨϯ഑؅ʹ͸ඞͣ๷࿐ॲཧΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ๷࿐ࡐͷ୺໘෦͸ɺυϨϯਫ͕๷࿐ࡐʹਁਫ͠ͳ͍Α͏ʹ୺໘ॲཧΛ
๷࿐ॲཧʹෆඋ͕͋Δͱɺ഑؅໘౳͕݁࿐ͯ͠࿐མͪ͠ɺఱ（഑؅ͱಉ͡Ͱ͢ɻޱॲཧํ๏͸ਫग़ೖ）ɻ͍ͩͯͬ͘͞ߦ
Ҫɾচ͕ೞΕΔݪҼʹͳΓ·͢ɻ
w�υϨϯഉਫテスτΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ΍͔ΜͳͲͰ஫ਫͯ͠ഉਫ͕࣮֬ʹߦΘΕΔ͜ͱΛ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

�5DN ��5ʙ�N ۩ۚ࣋ࢧ

அ熱ࡐ
ԼΓޯ഑���00Ҏ্

ϑΝϯίΠϧ
Ϣχοτ

ϑΝϯίΠϧ
Ϣχοτ

ϑΝϯίΠϧ
Ϣχοτ

ू߹഑؅

Ͱ͖ΔݶΓେ͖ ͱ͘Δ໿�0DN

[3] 吹出口（LH-WBRシリーズのみ）
w� ਧग़ޱʹάϥス΢ʔϧμΫτΛΞϧϛテʔϓ઀ଓͨ͠৔߹ɺΞϧϛテʔϓ
ද໘ʹண࿐͠࿐λϨΛੜ͡·͢ͷͰɺ͜ ͷΑ͏ͳ৔߹͸ඞͣΞϧϛテʔϓ
Λஅ熱ࡐͰΧόʔ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ਫ੾൘ 	�

	4


	�

	�


	4
๷࿐ࡐ

（ਫग़ޱ഑؅）

（ਫೖޱ഑؅）

஍഑؅ݱ
ਫ੾൘

ϑΝϯίΠϧ
ຊମυϨϯύϯ

	5


๷࿐ࡐ

（ਫग़ޱ഑؅）

（ਫೖޱ഑؅）

஍഑؅ݱ

ϑΝϯίΠϧ
ຊମ

Ξϧϛテʔϓ
அ熱ࡐ

ਧग़ޱ

άϥス΢ʔϧμΫτ
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3-6. 電気工事
w� Լهʮ઀ଓਤʯΛߟࢀʹ電ؾ഑ઢΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
w�電ؾ഑ઢࣄ޻͸ʮୈҰछ電࢜ࣄ޻ؾʯͷ֨ࢿͷ͋Δऀ͕͍ߦɺඞͣઐ༻ճ࿏Λ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ҼʹͳΓ·͢ɻݪͷࡂোɾൃԎɾൃՐɾՐނ電ɾײෆඋɾ༰ྔෆ଍͕͋Δͱ޻ࢪ
w� % छ઀஍ࣄ޻（Ξʔスࣄ޻）͸ɺ内ઢنఔʹ͍ͩͯ͘͞͠޻ࢪ͍ͯͮجɻ·ͨɺΞʔスઢ͸Ψス؅ɾਫಓ؅ɾආཕ਑ɾ
電࿩ͷΞʔスઢʹ઀ଓ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻײ電ɾϊΠζʹΑΔޡಈ作ɾൃԎɾൃՐɾՐࡂɾരൃͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
wࢦ�ఆҎ֎ͷ電ݯ電ѹΛ઀ଓ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ機ثଛইɾނোɾൃԎɾՐࡂͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

1 ■ 接続図

FCR-100W使用の場合 FCR-101W使用の場合
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̡
̢
̝

෩ྔௐઅスΠον
'$3-�008

号ه
̢̛
̘

໊　　শ
ૹ෩機༻電ಈ機
ίϯσϯαʔ

号ه
̢̫
̡̥

໊　　শ
電ಈห
දࣔ౮（ӡస）

�஫�ɽ�ഁ ઢ෦෼͸ݱ஍഑ઢΛࣔ͠·͢ɻ（ฐࣾ手഑֎）
� �ɽ�෩ྔௐઅスΠον͸ผച඼Ͱ͢ɻ
� �ɽ�̑ 番୺ࢠ͸༧උڧϊον༻Ͱ͢ɻ௨ৗ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
� 4ɽ�Ұ఺࠯ઢ͸電ಈห�ɾ�̏ ϓ̥ϥά�ɾ�̏ π̥ΠスτϩοΫϓϥά༷࣌࢓ͷ഑ઢΛࣔ͠·͢ɻ
� 5ɽ�電ݯ͸ඞͣ୺ࢠ୆̌ɻ ̍ʹ ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻޡ഑ઢ͠·͢ͱૹ෩機༻電ಈ機͕মଛ͠·͢ɻ
� �（̥̏ ϓϥά�ɾ�̏ π̥ΠスτϩοΫϓϥά༷࣌࢓͸電ݯ઀ଓࡁ）
� 6ɽ�電ಈห༻電ݯઢͰ͢ɻ電ಈหऔ෇࣌ͷΈ഑ઢ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
� �ɽ�̏ ϓ̥ϥά�ɾ�̏ π̥ΠスτϩοΫϓϥά༷࣌࢓ͷΞʔスઢͰ͢ɻ
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3-7. 使用水質・循環水量のご注意
w� ϑΝϯίΠϧϢχοτʹ࢖༻͢Δ॥؀ਫͷਫ࣭͓Αͼਫྔ͸Լهʹै͍ͬͯͩ͘͞ɻ
४ʮ冷ౚۭௐ機༻ਫ࣭ΨΠυϥΠϯʯ（+3"-(--0�）ʹΑ͍ͬͯͩ͘͞ɻجձۀ޻ਫ࣭ɿ೔ຊ冷ౚۭௐ༺࢖
॥؀ਫྔɿ熱ަث׵ͷਫ଎Λ؅内෗৯๷ࢭͷͨΊ��0N�T ҎԼʹ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ͷͰɺ໊֤ܗͷ࠷େਫྔ͸࣍ʹ

ࣔ͢஋ҎԼʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
<Ὑ�NJO>

ܗ�00 ܗ�00 ܗ400 ܗ600 ܗ800

-)-8)3 �� �� �� �0 ô

-)-8#3 �� �� �� �0 �0

w� ϑΝϯίΠϧϢχοτ΁ͷڅڙਫ͸ɺۭؾ（ࢎૉ）͕࿈ଓతʹ͞څڙΕͳ͍Α͏ɺີดճ࿏΋͘͠͸ͦΕʹ४ͨ͡シス
テムͱ͍ͯͩ͘͠͞ɻҪਫͷਨΕྲྀ͠΋͘͠͸։์システムͳͲͰɺ഑؅内ʹ༹ଘࢎૉ͕ܧଓతʹ͞څڙΕΔͱɺ഑؅
෗৯ʹΑΔਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
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4. 使用方法
w� ӡసΛ࢝ΊΔલʹɺ電ݯճ࿏Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ内༰͸̍��߲ʮ҆શͷͨΊʹඞͣकΔ͜ͱʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�Ϣχοτ͕ӡస͞Εͳ͔ͬͨΓɺ෩ྔ͕ʮڧʯʮதʯʮऑʯͱ੾ସΘΒͳ͍৔߹͸݁ޡઢͰ͢ͷͰɺ௚ͪʹ電ݯΛ੾Γਖ਼
݁͘͠ઢ͠௚͍ͯͩ͘͠͞ɻ

4-1. 運転方法／停止方法
[1] 運転方法

手順
1. 電ݯΛೖΕ͍ͯͩ͘͞ɻ
2. ෩ྔௐઅスΠονͷπϚϛΛʮڧʯʮதʯʮऑʯʹ੾ସ͑Δͱӡస͕ߦΘΕ·͢ɻ

πϚϛ

'$3-�0�8ͷΈ
	ӡసදࣔϥϯϓ


[2] 停止方法

手順
1. ෩ྔௐઅスΠονͷπϚϛΛʮ੾ʯʹ੾ସ͑Δͱఀ͠ࢭ·͢ɻ

πϚϛ

'$3-�0�8ͷΈ
	ӡసදࣔϥϯϓ
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4-2. 上手な使用方法
w� ਧग़ޱɾޱࠐٵΛ͕࠹ͳ͍ɻ
෩ͷྲྀΕΛ๦͛ͨ৔߹ɺೳྗ௿ԼɾނোͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�冷๪࣌ɺ熱ͷ৵ೖΛগͳ͘͢Δɻ
冷๪࣌ɺ௚ࣹ೔ޫͷ౰ͨΔ૭ʹ͸ΧʔテϯΛҾ͘ͳͲͯ͠熱ͷ৵ೖɾ͖͢·෩Λ๷͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺग़ೖޱɾ૭
ͳͲΛ։͚ͨ··ʹ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻӡసޮ཰͕ѱ͘ͳΓ·͢ɻ

w�෩͖޲Λௐ੔͢Δɻ
ఱҪ͕͋͞ߴΔ৔߹ͷ෩͖޲͸ԼؾຯͰ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻஆ๪ӡస࣌ɺ෦԰ͷ্ԼͷԹ౓͕ࠩ�0ˆҎ্͋Δ͜ͱ
͕͋Γ·͢ɻஆ͔͍෩͕Լʹಧ͘Α͏ʹԼ͖޲ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w�熱ަث׵ɾϑΟϧλʔͷਗ਼૟͸͜·Ίʹ͏ߦɻ
ϑΟϧλʔͷ目٧·Γ͸෩ͷྲྀΕΛগͳ͘͠ɺӡసޮ཰Λѱ͘͠·͢ɻ͞Βʹɺͦͷ··์ஔ͠·͢ͱނোͷݪҼʹ
ͳΓ·͢ɻಛʹ冷ஆ๪シʔζϯͷ࢝Ίʹ͸ਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ
（ϗίϦͷଟ͍৔߹͸͜·Ίʹਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ）　熱ަث׵΋ಉ༷Ͱ͢ɻ

w�熱ަث׵ͷΤΞൈ͖Λ͢Δɻ
௨ਫͷࡍ͸熱ަث׵ͷΤΞൈ͖หΛ։͍ͯɺ内෦ͷΤΞʔΛൈ͍͍ͯͩ͘͞ɻ熱ަث׵内෦ʹΤΞʔ͕͍ͯͬ࢒·͢
ͱɺೳྗ௿ԼͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�շదͳࣨԹʹ͢Δɻ
冷΍͗͢͠ɾஆΊ͗͢ʹ஫ҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻपғͷํ͕շదʹͳΔΑ͏ʹௐ੔͍ͯ͋͛ͯͩ͘͠͞ɻ冷๪࣌͸�6ʙ
�8ˆɺஆ๪࣌͸�8ʙ��ˆ͕దԹͰ͢ɻ

w࣌�ʑؾ׵Λ͏ߦɻ
௕ؒ࣌కΊ੾ͬͨ෦԰Ͱ͸ۭ͕ؾԚΕ·͢ͷͰɺ࣌ʑ͕ؾ׵ඞཁͰ͢ɻΨスث۩ͱҰॹʹ͏࢖৔߹͸ɺಛʹ஫ҙͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

w�ӡస͠ͳ͍ͱ͖͸ס૩ͤ͞Δɻ
冷๪シʔζϯΦϑͳͲ௕࢖ؒ͝ظ༻ʹͳΒͳ͍ͱ͖͸4ʙ5ؒ࣌ૹ෩ӡస（όϧϒΛดΊ·͢）Λͤͯ͞े෼ס૩
͍ͤͯͩ͘͞͞ɻෆӴੜͳΧϏ͕ൃੜͯࣨ͠内ʹඈ͠ࢄɺମௐѱԽ΍݈߁Λଛͳ͏ݪҼʹͳΓ·͢ɻ

4-3. 故障を防ぐためのお願い
w� ϑΟϧλʔΛ֎ͨ͠ঢ়ଶͰӡస͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ຊମ内෦ʹΰϛ͕٧·ΓɺނোͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

wࢼ�ӡసҎ֎Ͱͷ௕ؒ࣌ͷӡస͸͓΍Ί͍ͩ͘͞ɻ
ӡస͠·͢ͱɺϗίϦ΍ʹ͓͍͕෇ண͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻؒ࣌৔ͳͲͰ௕ݱஙதͷݐ

w࢖�༻Թ౓ൣғΛक͍ͬͯͩ͘͞ɻ
ͩ͘͞༺࢖Թ౓ൣғ内Ͱ͝༺࢖ͷͨΊɺԼਤࢭɺ݁࿐΍ਫ࿙Ε๷࣌Թ౓ൣғ͸5ˆʙ�5ˆͰ͢ɻಛʹ冷๪ӡస༺࢖
͍ɻ
Լਤͷൣғ֎ɺ·ͨ͸ൣғ内Ͱ΋௕ؒ࣌ϑΝϯΛఀ͠ࢭ·͢ͱண࿐͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
·ͨɺࣨ内Թ౓͕̌ˆҎԼʹͳΔ৔߹͸ɺ॥؀ਫΛࢭΊͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ熱ަث׵ͷਫ͕ౚ݁͠ɺഁଛɾਫ࿙Εͷݪ
ҼʹͳΓ·͢ɻ

湿
球
温
度

（ˆ）Թ౓ٿס

（ˆ）

քݶ༺࢖

ғൣ༺࢖

̍̌
̍̍
̍̎
̍̏
̍̐
̍̑
̍̒
̍̓
̍̔
̍̕
̎̌
̎̍
̎̎
̎̏
̎̐
̎̑
̎̒
̎̓

̍̑ ̍̒ ̍̓ ̍̔ ̍̕ ̎̌ ̎̍ ̎̎ ̎̏ ̎̐ ̎̑ ̎̒ ̎̓ ̎̔ ̎̕ ̏̌ ̏̍ ̏̎ ̏̏ ̏̐ ̏̑
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w� ஆ๪࣌ͷਫԹઃఆʹ͍ͭͯ
ͷਫԹઃఆ͸ɺඞͣ80ˆҎԼʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ࣌ԹਫԹ౓͸80ˆͰ͢ɻஆ๪༺࢖ߴ࠷
（ɻ͍ͩ͘͞༺࢖΋ಉ༷ͷ৚݅Ͱ࣌͝ӡసؒ࣌ӡసͳͲͷ୹ࢼ）

w�அ熱ࡐ͸͕ΕΛ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ຊମͷஅ熱ࡐͷ͸͕ΕΛ఺͍ͩͯ͘͞͠ݕɻपғڥ؀ʹΑͬͯ͸݁࿐͕ൃੜ͠ɺਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�ಛघงғؾதͰ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
機ց༉ɾԘ෼ɾ࣪ؾɾคਖͷଟ͍ͱ͜ΖɺԹઘ஍ଳɺེԽΨスɾੑൃشΨスɾ෗৯ੑΨスͳͲ͕ॆຬ͍ͯ͠Δͱ͜Ζɺ
ҼʹͳΓ·͢ɻݪোͷނ機ͷۙ͘ʹઃஔ͢Δͱ޻प೾Ճߴ

w�ૹ෩ఀ࣌ࢭʹ冷ਫΛྲྀ͞ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ϑΝϯͷఀ࣌ࢭʹ冷ਫΛ࿈ଓ௨ਫ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻຊମ内ͷۭ͕ؾ冷΍͞Εຊମʹ࿐͕෇͖ɺఱҪɾচͦͷଞʹణ
Լͯ͠େ੾ͳ෺ΛೞΒ͢ݪҼʹͳΓ·͢ɻϗテϧɾཱྀؗɾපࣨɾԠ઀ࣨɾձٞࣨͳͲৗ࢖࣌༻͠ͳ͍৔߹͸ಛʹ஫ҙ
͍ͯͩ͘͠͞ɻ΍ΉΛಘͳ͍৔߹͸ɺԼهͷॲஔΛ͍ͩͯ͘͞͠ࢪɻ
ᶃ�ӡస͠ͳ͍Ϣχοτ͸όϧϒΛด͡Δɻ
ᶄ�ࣨ 内ͷԹ౓ɾ࣪౓ΛԼ͛Δɻ
ᶅ�഑؅ʹ電ಈ�ํห·ͨ͸電ಈ̏ํหΛઃஔ͠ɺϑΝϯఀ࣌ࢭʹ冷ਫΛࢭΊΔɻ

w�௕࢖ؒظ༻͠ͳ͍৔߹͸ɺ電ݯΛ੾͍ͬͯͩ͘͞ɻ
ϗίϦͳͲ͕ͨ·ΓՐࡂͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ熱ަث׵内͓Αͼ഑؅内ͷਫ΋ൈ͍͍ͯͩ͘͞ɻ
ਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�௕͢ࢭఀؒظΔ৔߹͸ɺਫ഑؅ʹਫΛೖΕͨ··์ஔ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ౙقஆ๪ӡసΛத͞ࢭΕͨ৔߹ɺ෦԰ͷԹ౓͕0ˆҎԼʹͳΓ·͢ͱ熱ަث׵内ͷਫ͕ౚ݁͠ɺ熱ަث׵Λഁଛ͢Δ
͜ͱ͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺஆ๪Λఀ͞ࢭΕͨͱ͖Ͱ΋॥؀ϙϯϓΛӡస͠ɺ熱ަث׵内ͷਫΛ॥؀͓͔ͤͯ͘͞ɺ
ෆౚӷΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w�පӃɾ௨৴ۀࣄ所ͳͲʹਾ෇͚Δ৔߹͸ɺϊΠζʹର͢Δඋ͑Λे෼ʹ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
Πϯόʔλʔ機ثɾࣗՈൃ電機ɾߴप೾ҩྍ機ثɾແઢ௨৴機ͷӨڹʹΑΔϢχοτͷޡಈ作΍ނোͷݪҼʹͳͬͨ
ΓɺϢχοτଆ͔Βҩྍ機͋ثΔ͍͸௨৴機ث΁ͷӨڹΛ༩͑ɺਓମ΁ͷҩྍߦҝΛ๦͛ͨΓɺө૾ɾ์ૹͷཚΕ΍
ҼʹͳΓ·͢ɻݪͷ֐ԻͳͲͷোࡶ
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5. お手入れ
w� ૟আΛ͢Δͱ͖͸ඞͣӡసΛఀͯ͠ࢭɺ電ݯΛ੾͍ͬͯͩ͘͞ɻ内෦ͰϑΝϯ͕ߴ଎ճస͓ͯ͠Γɺ͚͕ͷݪҼʹͳΓ
·͢ɻ
w�ӡసத͓Αͼఀࢭ௚ޙ͸Ϟʔλʔʹ৮Εͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻϞʔλʔද໘͕ߴԹʹͳ͍ͬͯ·͢ͷͰɺՐইͷݪҼʹͳΓ
·͢ɻ
w�熱ަث׵ͷϑΟϯʹૉ手Ͱ৮Εͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ͚͕ͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

5-1. フィルターの清掃方法
ຊମʹ͸ؾۭࠐٵͷΰϛΛऔΔͨΊͷϑΟϧλʔ͕͋Γ·͢ɻ࣍ͷׂ߹Ͱਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　-)-8#3シϦʔζɿ冷ஆ๪シʔζϯ࢝Ί　　　-)-8)3シϦʔζɿ�िؒʹ�ճ

[1] 清掃のしかた
ܰ͘͸͔ͨ͘ɺ電ؾ૟আ機Ͱਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻԚΕ͕ͻͲ͍৔߹͸ɺதੑચࡎΛ༹͔ͨ͠͵Δ·౬͔ਫͰΏ͗͢ચ͍͠ɺ
ͦͷޙચࡎΛΑ͘ચ͍མͱ͍ͯͩ͘͠͞ɻચͬͨޙ͸ӄ͠͠ׯɺס૩͔ͤͯ͞Βݩ௨Γʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
˞͝஫ҙ
ᶃ�ϑΟϧλʔΛ௚઀೔ޫʹ౰ͯͨΓՐͰ͋Ϳ͔ͬͯ͞סͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻม͢ܗΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
ᶄ�熱͍͓౬（50ˆҎ্）Ͱચ͏ͱม͢ܗΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

[2] フィルターの脱着方法
w� LH-WHRシリーズ
ᶃԽহύωϧͷαʔϏスύωϧΛऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　	��ϖʔδͷʮαʔϏスύωϧऔ֎͠ཁྖʯΛࢀর 

ᶄϑΟϧλʔऔ手Λͯͬ࣋໼ҹํ޲ʹҾ͍ͯϑΟϧλʔΛऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　ϑΟϧλʔ౥ࡌ਺� શ໊ܗ� ɿ�ຕ

w� LH-WBRシリーズ
ᶃޱࠐٵαʔϏスύωϧ΋͘͠͸఺ݕύωϧΛ։͚͍ͯͩ͘͞ɻ
　	��ϖʔδͷʮ఺ݕύωϧ։ดํ๏ʯΛࢀর 

ᶄϑΟϧλʔݻఆۚ۩ͷ௏ωδΛ؇ΊͯϑΟϧλʔΛऔ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　ϑΟϧλʔ౥ࡌ਺� �00
�00
�ɿ�ຕܗ400
� 600
�ܗ800 ɿ�ຕ

5-2. パネル・ドレンパンの清掃方法
w� ֤ύωϧ͕ԚΕͨ৔߹ɺதੑચࡎΛਁͨ͠෍Ͱ১͍͍ͯͩ͘͞ɻ͜ͷ৔߹ɺද໘ʹਫ෼Λ͞࢒ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�ϕϯδϯɾシϯφʔɾΨιϦϯͳͲͷ༹ࡎͰ১͖·͢ͱɺ৭͋ͤ΍πϠ͕ແ͘ͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͘
͍ͩ͞ɻ
w�υϨϯύϯͷԚΕ͕͸ͳ͸ͩ͘͠ͳΓ·͢ͱɺυϨϯͷഉਫΛ๦͛ɺ·ͨӴੜ্ྑ͋͘Γ·ͤΜͷͰυϨϯύϯͷਗ਼ড়
Λ冷๪シʔζϯલ͓Αͼシʔζϯதʹ̍ʙ̎ճ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

ϑΟϧλʔ औ手

ϑΟϧλʔ

Χόʔ

ϑΟϧλʔݻఆۚ۩ɾ௏ωδ
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6. 修理を依頼する前に
঱ঢ় ߲ࣄҼɾ֬ೝݪ ॲஔ

෩͕ʹ͓͏ɻ น΍Ո۩ͳͲʹ͠ΈࠐΜͩʹ͓͍Λ
ΜͰɺ෩Λਧ͖ग़ͨ͢ΊͰ͢ɻࠐ͍ٵ

ɻ͍͍ͩ͘͞࢖͓··োͰ͸͋Γ·ͤΜɻͦͷނ
ͨͩ͠য͛ष͍ͳͲҟৗͳʹ͓͍͕͢Δ৔߹͸ɺ
ӡసΛఀ͓͠ࢭങ্͛ళʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

ʠϐシοʡͱ͍͏Ի͕͢Δɻ Թ౓มԽͰύωϧͳͲ͕๲ுɾऩॖ͠
ͯ͜͢Ε߹͏ԻͰ͢ɻ ɻ͍͍ͩ͘͞࢖͓··োͰ͸͋Γ·ͤΜɻͦͷނ

ϑΝϯ͕ಈ͔ͳ͍ɻ

ఀ電Ͱ͸͋Γ·ͤΜ͔ɻ スΠονΛʮ੾ʯʹͯ͠電͕ݯճ෮͢ΔͷΛ͓଴
͍ͪͩ͘͞ɻ

ϊʔώϡʔζϒϨʔΧ·ͨ͸ώϡʔ
ζ͕੾Ε͍ͯ·ͤΜ͔ɻ

ϒϨʔΧΛೖΕΔ͔ώϡʔζΛަͩͯ͘͞͠׵
͍ɻ

電ݯ電ѹ͕దਖ਼Ͱ͔͢ɻ 電ྗձࣾʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

Α͘冷͑ͳ͍ɻ
ஆ·Βͳ͍ɻ

·Λ;͍͞Ͱ͍ޱɾਧग़ޱࠐٵͷؾۭ
ͤΜ͔ɻ ো֐෺ΛऔΓআ͍͍ͯͩ͘͞ɻ

ϑΟϧλʔ͕ԚΕ͍ͯ·ͤΜ͔ɻ ਗ਼૟ɾަ͍ͩͯ͘͞͠׵ɻ
ʮ5��͓手ೖΕʯࢀর（�0ϖʔδ）

૭΍൶͕։͍͍ͯ·ͤΜ͔ɻ ดΊ͍ͯͩ͘͞ɻ
௨ਫόϧϒ͕ด·͍ͬͯ·ͤΜ͔ɻ ௨ਫόϧϒΛ։͚͍ͯͩ͘͞ɻ

Ҏ্ͷ͜ͱΛ͓ௐ΂ʹͳͬͯɺͦΕͰ΋ෆ۩߹͕͋Δͱ͖͸࢖༻Λத͠ࢭɺඞͣ電ݯΛ੾͔ͬͯΒ͓ങ্͍͛ͷൢചళʹ
͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

次の場合は故障ではありません。
w� ૽Ի͕༷࢓஋ΑΓ΋͍ߴ�
ࣨ内ͰͷӡసԻ͸൓ڹͳͲʹΑΓɺແڹԻࣨͰଌఆ༷ͨ͠࢓஋ΑΓ΋Ұൠతʹ࣍ʹࣔ͠·͢஋ఔ౓͘ߴͳΓ·͢ɻ

෦԰͍ߴԻޮՌͷٵ ී௨ͷ෦԰ ԻޮՌͷ௿͍෦԰ٵ
Ұ　ൠ　ྫ ์ૹスλδΦɺԻָࣨ౳ Ԡ઀ࣨɺϗテϧϩϏʔ౳ ΦϑΟスɺϏδωスϗテϧ౳
૽ԻΞοϓ஋ �ʙ�ϗϯ 6ʙ�0ϗϯ �ʙ��ϗϯ
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7. 保証とアフターサービス
w� ͝ෆ໌ͳ఺΍मཧʹؔ͢Δ͝૬ஊ͸͓٬༷૬ஊ૭ޱ（ఴ෇ผࢴ）ʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

7-1. 機器予防保全の目安
保全周期は保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。
ఆظ఺ࢪ࣮ݕͷ৔߹Ͱ΋༧ظͰ͖ͳ͍ಥൃతނൃۮো͕ൃੜ͢Δ͕͋ࣄΓ·͢ɻ
͜ͷ৔߹ɺอূؒظ֎Ͱͷނোमཧ͸༗ঈѻ͍ͱͳΓ·͢ɻ

表 -1．点検周期および保全周期

෦඼໊ ఺ݕ内༰ ఺ݕपظ อશपظ
ʦަ׵·ͨ͸मཧʧ

熱ަث׵
w� ΰϛʹΑΔ目٧·Γɺଛই֬ೝ
w�（॥؀）ਫ࿙Ε֬ೝ

�೥

5೥

ϑΝϯϞʔλʔ
w� ҟৗԻ౳ͷௌ֮֬ೝ
w�ઈԑ఍߅ͷଌఆ

�0
ؒ࣌000

ϕΞϦϯά w� ҟৗԻͷ֬ೝ �5
ؒ࣌000

ϑΝϯɾέʔシϯά
w� ৼΕɺόϥϯスͷ目֬ࢹೝ
w�ΰϛͷ෇ணɺ֎֬؍ೝ

�0೥

υϨϯύϯ
w� ΰϛ٧·ΓɺυϨϯਫͷྲྀΕ֬ೝ
w�ృ૷౳内໘ͷίʔテΟϯάͷണΕɺු্͕Γ֬ೝ

8೥

๷ৼΰム w� ྼԽɺߗԽͷ֬ೝ �0೥

電ಈหɾૢ作หྨ
w� ಈ作֬ೝɺઈԑੑೳ
w�෗৯ɺҟৗԻ֬ೝ

�0
ؒ࣌000

ث機ޚ੍
൘ج
電࣓઀৮ث

w� ಈ作ɺ֎؍ͷ目֬ࢹೝ
w�઀఺ͷߥΕͷ目֬ࢹೝ

�5
ؒ࣌000

ϦϞίϯスΠον w� ૢ作ʹΑΔ੍֬ੑޚೝ �5
ؒ࣌000

ηϯαʔ（αʔϛスλ౳） w� ೖग़ྗͷ֬ೝ 5೥

Խহύωϧ w� ԚΕɺইͷ֬ೝ 8೥

ϩϯάϥΠϑϑΟϧλʔ
w� 目ࢹʹΑΔԚΕɺഁΕ֬ೝ

�೥
（ؒ࣌�500） 5೥

ϓϨϑΟϧλʔ �िؒ 5೥

˞�� ຊද͸ओཁ෦඼Λࣔ͠·͢ɻৄࡉ͸อक఺ܖݕ໿ʹ͍֬ͯͮجೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ຊදʹ͸ຊ機छʹ࢖༻͍ͯ͠ͳ͍෦඼΋ؚΊ͍ͯͯ͠ࡌه·͢ɻ

˞�� ͜ͷอશपظ͸ɺ製඼Λ௕҆͘৺ͯ͠͝࢖༻͍ͨͩͨ͘Ίʹɺอશߦҝ͕ੜ͡Δ·Ͱͷ目҆ؒظΛ͍ࣔͯ͠·͢ͷͰɺద੾ͳอશ
ઃܭ（อक఺ݕඅ༻ͷ༧ࢉԽͳͲ）ͷҝʹ͓໾ཱ͍ͯͩ͘͞ɻ·ͨอक఺ܖݕ໿ͷ内༰ʹΑͬͯ͸ຊදΑΓ΋ɺ఺ݕɾอશͷपظ
͕୹͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ

7-1-1. ご使用条件
ʮද -�ɽ఺ݕप͓ظΑͼอશपظʯ͸ɺҎԼͷ͝࢖༻৚݅ͷ৔߹Ͱ͢ɻ

1) සൟͳൃఀͷͳ͍ɺ௨ৗͷ͝࢖༻ঢ়ଶͰ͋Δࣄɻ
（機छʹΑͬͯҟͳΓ·͕͢ɺ௨ৗͷ͝࢖༻ʹ͓͚Δൃఀͷճ਺͸ɺ6ճʗؒ࣌ҎԼΛ目҆ͱ͍ͯ͠·͢ɻ）

2) 製඼ͷӡసؒ࣌͸ɺ�0ؒ࣌ʗ೔ɺ�
�ʗ೥ͱԾఆ͍ͯ͠·͢ɻؒ࣌500
·ͨɺԼهͷ߲目ʹద߹͢Δ࣌ʹ͸ɺʮอશपظʯٴͼʮަ׵पظʯͷ୹ॖΛྀ͢ߟΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
w�Թ౓ɾ࣪౓ͷ͍ߴ৔所ɺ͋Δ͍͸ͦͷมԽͷܹ͍͠৔所Ͱ͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ
w�電ݯมಈ（電ѹɺप೾਺ɺ೾ܗ࿪Έ౳）͕େ͖͍৔所Ͱ͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ（ڐ༰ൣғ֎Ͱͷ࢖༻͸Ͱ͖·ͤΜ）
w�ৼಈɺিܸ͕ଟ͍৔所ʹઃஔ͞Ε͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ
w�ਖᆍɺԘ෼ɺѥེࢎΨスٴͼེԽਫૉͳͲͷ༗֐ΨスɾΦΠϧϛスτ౳ྑ͘ͳ͍งғؾͰ͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ
w�සൟͳൃఀͷ͋Δ৔߹ɺӡస͕ؒ࣌௕͍৔߹ɻ（�4ۭؒ࣌ௐ౳）
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7-1-2. 補修用部品の保有期間について
ิम༻෦඼ͷ࠷௿อ༗ؒظ͸ɺ製଄ଧͪ੾Γޙ�೥ؒͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
͜ͷؒظ͸ۀ࢈ࡁܦলͷࢦಋʹΑΔ΋ͷͰ͕͢ɺ౰ࣾ͸͜ͷج४ʹΑΓิम༻෦඼Λௐୡ্ͨ͠मཧʹΑͬͯੑೳΛҡ࣋
Ͱ͖Δ৔߹͸ɺ͓٬༷ͷ͝ཁ๬ʹΑΓ༗ঈमཧΛ࣮ࢪக͠·͢ɻ

7-2. 消耗部品の交換周期目安
交換周期は保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。

表 -2．交換周期
෦඼໊ ఺ݕपظ ظप׵ަ

ೳϑΟϧλʔੑߴ

�೥

�೥（�000ؒ࣌）
தੑೳϑΟϧλʔ �೥（�500ؒ࣌）
ಁ࣪ບՃ࣪ث（Ճ࣪ΤϨϝϯτ） 5೥
ώϡʔζ �0೥

˞�� ຊද͸ओཁ෦඼Λࣔ͠·͢ɻৄࡉ͸อक఺ܖݕ໿ʹ͍֬ͯͮجೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ຊදʹ͸ຊ機छʹ࢖༻͍ͯ͠ͳ͍෦඼΋ؚΊ͍ͯͯ͠ࡌه·͢ɻ

˞�� ͜ͷަ׵पظ͸ɺ製඼Λ௕҆͘৺ͯ͠͝࢖༻͍ͨͩͨ͘Ίʹɺަߦ׵ҝ͕ੜ͡Δ·Ͱͷ目҆ؒظΛ͍ࣔͯ͠·͢ͷͰɺద੾ͳอશ
ઃܭ（෦඼ަ׵අ༻ͷ༧ࢉԽͳͲ）ͷҝʹ͓໾ཱ͍ͯͩ͘͞ɻ

7-3. アフターサービスご契約のおすすめ
౰ࣾࢦఆͷαʔϏスձࣾͱอकܖ໿（༗ྉ）͍͚ͨͩΕ͹ɺઐ໳ͷαʔϏスϚϯ͕͓٬༷ʹ୅Θͬͯอक఺ݕΛக͠·͢ɻ
ສҰͷނো࣌΋ૣ͠ݟൃʹظద੾ͳॲஔΛ͕ࣄ͏ߦग़དྷ·͢ɻ

7-4. 移設および廃棄について
w� సډͳͲͰۭௐ機ΛҠಈ࠶ઃஔ͢Δ৔߹͸ઐ໳ͷٕज़͕ඞཁͰ͢ͷͰɺ͓ങ্͛ͷళ·ͨ͸ϝʔΧʔࢦఆͷ͓٬༷૬ஊ
૭ޱʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
w�ۭௐ機Λഇ͞غΕΔ࣌͸ɺ͓ങ্͛ͷళ·ͨ͸ϝʔΧʔࢦఆͷ͓٬༷૬ஊ૭ޱʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
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■お問合せ窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 
三菱電機冷熱応用システム株式会社は、お客様からご提供いただきました個人情報は、

下記のとおり、お取り扱いします。 

1.お問合わせ（ご依頼）いただいた修理・保守・工事および製品のお取り扱いに関連

してお客様よりご提供いただいた個人情報は、本目的ならびに製品品質・サービス

品質の改善、製品情報のお知らせに利用します。 

2.上記利用目的のために、お問合わせ（ご依頼）内容の記録を残すことがあります。 

3.あらかじめお客様からご了解をいただいている場合および下記の場合を除き、当社

以外の第三者に個人情報を提供・開示することはありません。 

①上記利用目的のために、弊社グループ会社・協力会社などに業務委託する場合。 

②法令等の定める規定に基づく場合。 

4.個人情報に関するご相談は、お問合せをいただきました窓口にご連絡ください。 

三菱電機冷熱応用システム株式会社 修理窓口・ご相談窓口のご案内（冷熱品） 




